
ＣＶＰ分析は、原価と売上高と利益の三者の相関関係に

関する諸分析をいう。ＣＶＰ分析の領域では、損益分岐

点と現状とのかい離度合を示す安全余裕率分析や目標利

益を達成しうる営業規模を模索する目標利益達成売上高

などを扱う。ＣＶＰ分析は損益分岐点分析の中心的な技

析手法として実数分析における関数均衡分析の代表的な

法であり、実数値を使用し分岐点等の均衡点を求める分

手法になっている。

建設業では、工事の遂行に直接的に関与させうる、いわ

ゆる工事原価を変動費に、間接的に関与する販売費およ

び一般管理費を固定費としてとらえる慣行があり、さら

に、資金調達の重要性を加味し、経常利益段階での損益

分岐点分析を行うことを慣行としている。

そのため、支払利息を固定費とし、支払利息以外の営業

外費用で、営業外収益で賄えない部分を変動費として区

分する。

したがって、損益分岐点比率は販売費および一般管理費

に支払利息を加えた値を固定費とし、完成工事総利益に

営業外損益と支払利息を加えた値を限界利益として除算

する方 法で算出する。



カ ウ

1 4 0 0 0

1 0 1.4 9

 2 3.0 8

 2 7 7 0

3 2 0 0

1 3 8.5 0

4 2 5 0 0

3 5 0 0 0

 1 0 2 2 0

エ ア キ ク サ ナ タ ス



ウ　  オ    セ　  ノ　 ホ   ア 　 ニ　 ソ　 ナ　 ト

 2 5.4 8

 1 3.2 1

  1.1 8

  0.1 8

1 1 2.5 0

  3.4 4

 3 1.8 5

  9.6 0

  0.3 8

 2 2.2 2


